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　本号（80 巻 7 号）には興味ある症例報告が多数掲載されています。ベテランの
先生にとっては過去に目にされたことのある論文タイトルですが，若手の先生に
とってはとても有益な内容です。ベテランの先生でも改めて知識を整理したり，
経験した疾患でも新しい文献的考察に触れることができると思います。従来から
大学に入局した若手の先生は地方部会での口頭発表，次いで全国区の学会発表を
行い，さらには国際学会発表なども経ていき，論文執筆としては症例報告，臨床
統計，基礎的研究を邦文，英文いずれかで投稿するという流れがありました。こ
れらすべてのことは臨床の現場でも何らかの形で役に立ってきたといえます。
　私が医師になったころはまだ論文の impact factor（IF）や citation index などの
概念はなく，学位論文もほとんど日本語という時代でしたが，その後の global 化
に伴い論文は英文でという傾向にシフトしていった経緯があります。最近のよう
に医師研修制度の変化により大学医局に入局しない先生が増えていくとすれば，
発表，論文執筆という経験を経ず，従来と医師の教育の形態が変わってしまう可
能性があります。本誌のような親しみやすい雑誌すら目にしない先生も増えるの
ではないでしょうか。
　研究論文に比べて症例報告は軽視されがちですが，臨床家にとってはきわめて
意義のある，大切な仕事と考えられます。臨床経過をまとめること，反省点があ
れば整理すること，過去の文献に触れること，同疾患でも時代による診断・治療
法の変遷を知ること，これらすべてが血となり肉となっていきます。幸い，本誌
も症例報告や臨床検討の投稿数が維持されており，やや増加傾向にすらあります。
　IF が教授選や業績評価の最大の要素だった時期を経て，現在はその重要性は変
わらないものの臨床医の評価に絶対ではなくなっています。近い将来，耳鼻咽喉
科も他科がそうであるように専門医の受験資格に論文執筆が必須となることが予
想されます。本誌への投稿もより意義あるものになる可能性大です。さらに，投
稿数が増加すれば本誌も英文論文の掲載を考慮するときがくるかもしれません。
多くの先生方が奮って投稿されることを願っています。

 （吉原俊雄）
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